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ロシア極東・シベリアの電力経営
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1 .序
ロシアにかぎらず，電力産業が一国の経済活動（産業と市民生活）の物的基盤であることは否定
できない事実である。言いかえれば，電力経営の安定なしには，経済の再生と発展は不可能である。
市場経済に移行して以来，混乱が続く現在のロシアの経済一社会状況を，電力経営の視点から考察
することが本稿の課題である。
財務上の諸問題（需要家による電力料金の未払 燃料納入企業に対する電力企業自身の債務），
設備の老朽化と投資基金不足等 ロシアの電力経営をとりまく環境は非常に厳しいものがある。し
かしながら電力産業の安定化なしには 経済の安定化は困難である。そこでロシア全体の電力経営
の状況を概観して，それをふまえて シベリアと極東での電力経営の現状と電力経営改善に向けて
の諸施策を検討する。
シベリアは巨大なエネルギー資源（ポテンシャル）を有するとともに，ロシアの巨大な電源基地
でありロシアでも有数の電力企業の存在する地域である。他方，極東地域は巨大なポテンシャルを
有しながら，現時点では燃料の一定部分を地域外からの移入に頼っており，ロシアで最も電力供給
の不安定な地域の 1つとなっている。このように対照的な一面をもっ両地域（シベリア，極東）で
あるが，両者とも北東アジア地域に隣接しており，日本を含めた北東アジア地域の安定と発展を考
える際には，無視することのできない重要な地域である。
2. ロシアの電力経営の現状
現在ロシアでは，主に 7つの合同エネルギー・システム（τ'3K）によって電力供給を行ってい
る（表.1参照）。東部合同エネルギー・システムを除く 6社はソビエト時代に統一エネルギー・シ
ステムを形成しており，相互に送電線によって連結されていた。他方，極東地域を担当する東部合
同エネルギー・システムはソビエト統一エネルギー・システムに組み込まれておらず孤立した経営
を余儀なくされていて，シベリアの巨大な電源を電力融通によって利用することができなかったの
である。東部合同エネルギー・システムは現在もロシア統一エネルギー・システムと結合されてお
らず，これが，極東の電力供給の不安定さの原因の1っともなっている。なお，シベリアとヨーロッ
パ・ロシア地域に関しても，送電線が部分的にカザフスタンを通っており，現在カザフスタンとロ
シアの問で未解決の問題があるため，シベリア合同エネルギー・システムとヨーロッパ・ロシア地
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域の合同エネルギー・システムも分断された状態となっている。山したがって現状では，ヨーロッ
パ・ロシア地域の合同エネルギー・システム5社，シベリア合同エネルギー・システム，東部合同
エネルギー・システムという 3つの地域・会社に分断された形で電力供給が行われているのである。
表.1 ロシアの合同エネルギー・システムの出力構造（1998年）
出力， 100万KW % 
エネルギー合同 火力 原子力 水力発電 火力 原子力 水力発電
発電所 発電所 所，揚水 総計 発電所 発電所 所，揚水発電所 発電所
北西 10.67 5.76 2.87 19.3 55.3 29.8 14.9 
ヤンタル・エネルゴ 0.19 0.19 100.0 
中央 37.03 10.83 4.70 52.56 70.5 20.6 8.9 
中央ボルガ 13.4 4.07 6.24 23.71 56.5 17.2 21.5 
北カフカス 8.36 2.29 10.65 78.5 20.8 
ウラル 38.74 0.6 1.74 41.08 94.3 1.5 4.2 
ヨーロッパ地域の計 108.39 21.26 17.84 147.49 73.5 14.4 12.1 
シベリア 23.1 22.28 45.38 51.0 49.0 
統一エネルギー・システムの計 131.49 21.26 40.12 192.27 68.2 11.0 20.8 
東部 5.66 1.33 6.99 81.0 19.0 
iロλ 計 137.15 21.26 41.45 199.86 68.7 10.6 20.7 
（出所） 3耳目Tpwi:ecKHeCTaHIJ;Illi, 1999, No.9, c. 5. 
ロシアの電力生産（発電）は，他の工業部門に比べてロシア連邦に移行して以来の落ち込みは相
対的に少なく， 1999年の発電量は前年をわずかに上回っている（表.2 1, 2参照）。これは一面
ではロシア経済が混乱するなかでの電力部門の相対的安定性とみることもできるが，他面では，工
業生産高が低下するなかで電力生産が相対的に安定しているため，ロシアの工業製品の電力集約度
表.2 1 ロシアの工業部門の生産指標（1990=100) 
-------
1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 1999/1998 
工業部門全体 75 65 51 50 48 49 46 50 108 
電力 96 91 83 80 79 78 76 76 100.2 
鉄鋼 77 65 53 59 57 58 53 61 102 
冶金 68 59 53 55 53 56 53 58 109 
機械 75 63 42 39 37 38 34 39 116 
表.2-2 ロシアの発電量 10億kwh
＼＼＼＼ 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 
発電量 1008 957 876 860 847 834 827 845 
火力発電所 716 663 601 583 583 567 564 562 
水力発電所 172 175 177 177 155 158 159 161 
原子力発電所 120 119 97.8 99.5 109 109 104 122 
（出所） PoccIDI B lJ脚 ax2000,c. 176. 183.より作成。
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を高めることになる。（2）その結果ロシアの工業製品の国際競争力を低下させることにもなる。した
がって，省ヱネ（電力の効率的利用）と電力供給の安定化という課題の実行が必要となる。
現在のロシアの電力経営において最も深刻な問題の 1つが 需要家による料金の未払である。電
力企業に対する需要家の未払額は， 1299億ルーブル（1999年 1月1日時点）に達している。（3）電力
企業の場合，自己の商品である電力は生産と消費が同時であるため，現金と引き替えに商品を引き
渡すという防衛策をとることが困難である。また電力の社会的役割を考えると，未払需要家への電
力供給の即時停止も容易に行い難い。なお決済に関しでもう 1つ大きな問題は，支払いに占める貨
幣の割合の低さである。 1998年においては 貨幣及び手形による決済の割合は21%にすぎず，相殺
による決済が52%を占めていた。凶ここから電力企業の経営を安定化させるためには，供給した電
力に対する料金の回収を確実にするとともに 貨幣による決済の割合を高めていくことが必要とな
る。 I5 l 
次に電力企業による燃料供給部門に対する未払についてみておきたい。 1999年 1月1日時点で，
納入された燃料に対する未払額は， 645億ルーブル·~ガス 523億ルーブル，石炭－69億ルーブル，
重油－53億ルーブル）に達している。 16）さらに1999年の状況をガス部門からみると，供給したガス
に対する未払額は1080億ルーブルに達し，そのうち電力企業による未払は440億ルーブルとなって
いる。 I7 lつまりガス部門にとっては，電力部門が未払需要家の中心的存在となっている。このよう
に電力企業は，多額の未回収債権の保有者であると同時に，多額の未払額をかかえた債務者でもる。
特にガス部門に対する多額の未払は，ガス・プロム社との対立を引き起こしている（表.3参照）。
ガスと電力は，ロシアの基幹産業である燃料ーエネルギー・コンブレクス（T3K）の主要部門で
あるから，この問題の解決は，ロシア経済の再生にとってきわめて重要である。
表.3 ガスプロムと電力部門の対立
ガスプロムの見解 電力部門の見解
1999年8月
国の燃料バランスに占めるガスの割合を51%か 使用燃料に占めるガスの割合が62%に達してい
ら40%へ引き下げることを提示 る電力部門にとって，左記の提案は厳しい
1999年末
(1) 2000年から，電力部門へのガス供給を120 5億ドルは，燃料転換に際して必要な投資額の
億立方メートル削減することを提示 1/3程度にすぎない
(2）以降， 300億立方メートルの削減を提示
(3）電力部門に対して，燃料転換にともなう措
置として，約5億ドルを提供する準備がある
ことを提示
電力部門への削減分を輸出に回すことによって ガスに替えて石炭を利用すると C02の排出が
16億ドルの追加収入が可 増大して，ロシアの C02割当て分の販売に関
して毎年8億ドルの損失となる。これは，ガス
プロムの試算した追加収入16億ドルの半分に相
当する
（出所） 3KO, 2000, No.6, c. 39-40.; 3HeprernK, 2000, No.6, c. 8.より作成。
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未払問題とならんでロシアの電力企業の財務状況に否定的な影響を与えている，料金体系につい
てふれておく。
市場経済に移行した後も電力料金は政府の規制下におかれており 経済全体の安定化という政策
的配慮から，電力料金は低く抑えられている。 1999年時点での電力料金の平均的水準は，以下のと
おりである。（8)
平均料金 一 28.18コペイアJ/kwh 
工業需要家 - 31.95コペイアJ/kwh 
一般家庭 一 18.57コペイカ/kwh
ここで特徴的なととは大口の産業需要家より 一般家庭の電力料金のほうが安価に設定されてい
る点である。これは，経済的混乱にともなって生活が苦しくなった一般家庭（市民）への政策的配
慮と考えられる。しかしながら，負荷の状態（バラツキ度）と負荷の平準化への貢献度を考えると，
大口工業需要家の電力料金が一般家庭の電力料金より高いというのは 異常な料金体系である。こ
のようにロシアの電力企業は，料金水準に関しては意図的に政府によって低く抑えられるとともに，
料金体系も不適切な状態におかれており かなり厳しい環境にあると言える。
次にロシアの電力経営にとってきわめて深刻な問題である，設備の老朽化と投資基金不足による
老朽化設備の更新の遅れについてみておきたい。
電力部門の設備については，半分程度が老朽化し更新の必要な状態にある。（g)2010年には耐周年
数をおえる設備が9000万KWに達し，これを更新するためには，毎年500～600万KW(2005年まで）
及び700～800万KW(2005年以降）の新規出力の導入が必要とされるが 現状では100～200万KW/
年の導入にとどまっている。（帥
この原因は，投資基金不足（投資の減少）にある（図.1参照）。市場経済化にともなって財源は
自主財源が中心となったが，すでに述べたように，需要家による電力料金未払と政策的に低く抑え
られた料金水準によって必要な投資基金が確保できないのである。
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図.1 対比価格でみた篭力部門の投資動向（1991年～1998年）
（出所） 3JieKTPH'ICKHe CTamnrn, 2000, No.l, c. 55. 
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このような状況下にあって，電力部門による当面の対策として，完成間近のプロジェクトに投資
基金を集中するという施策がとられている。追い込まれた状況から生まれた対策ではあるが，ソビ
エト時代の欠点であったバラマキ型のプロジェクト（したがって大量の未完成プロジェクトの発生）
を改めて，投資をしぼり込むという是正が行われ，結果として厳しい状況のなかで新規出力増の確
保が行われている（表.4参照）。だが これだけでは根本的・長期的な解決策とはならない。した
がって，ロシアの電力経営の安定化と改善のためには，既述の料金未払問題及び料金水準・体系の
適正化問題の解決による投資財源の確保が不可欠となる。
表.4 電力部門の投資活動（1998年）
指 標 1997 1998 % 199811997 
金額 100万ルーブル 29240.3 23040.7 
% 計画に対して 90.2 75.5 
投 資
生産的分野の建設 26589.1 20868.3 
非生産的分野の建設 2651.1 2172.4 
タービンの出力千KW 631.65 793.85 126 
そのうち 火力発電所 600.51 506.6 84 
水力発電所 31.14 287.25 9倍
35KV以上の送電線 1825.5 2925.4 160 
ボイラー トン／時 660 
新規建設 ボイラ一ギガカロリー／時 940 240 25 
熱供給網 km 98.2 101.2 103 
農業用高圧送電線 h ll 701.1 9555.1 82 
そのうち 0.4KV 4885.l 4078.4 83 
6-20KV 5624.4 4527.3 80 
35KV以上 ll92.2 949.4 80 
（出所） 3JieKTPlI'IeCKIIe CTa凹 HM,1999, No.5, c. 6. 
3.シベリアの電力経営の現状
シベリアでの電力供給を担当するシベリア合同エネルギー・システムは ロシアで最も巨大な合
同エネルギー・システムの lつであり，内部にIO社のエネルギー・システム（オムスク・エネルゴ，
ノボシビルスク・エネルゴ，クズパス・エネルゴ， トムスク・エネルゴ，アルタイスク・エネルゴ
［以上西シベリア］；クラスノヤルスク・エネルゴ，ハカイスク・エネルゴ，イルクーツク・エネル
ゴ，ブリャーツク・エネルゴ，チチンスク・エネルゴ［以上東シベリア］）を有している。（II)
ロシアの合同エネルギー・システム（7社）に占めるシベリア合同エネルギー・システムの地
位（12)
第 I位：担当地域
第2位：出力
第3位：電力需要，最大負荷，発電量
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すでに述べたように，ロシアとカザフスタンとの関係から，ロシアのヨーロッパ地域の合同エネ
ルギー・システムとシベリア合同エネルギー・システムは現在並行稼働が実施できなくなっている。
したがって，現在はロシア・ヨーロッパ地域の合同エネルギー・システム5社，シベリア合同エネ
ルギー・システム、，東部合同エネルギー・システムという 3つの領域に，ロシアの電力経営は分
断されている。これによる負の影響は ロシアのヨーロッパ地域にとって大きなものとなる。
出力に関しては水力発電所の割合が高く，火力発電所の燃料についてはガス・重油ではなく石炭
の割合が高いのが特徴的である（表.5 6参照）。したがって ロシア統一エネルギー・システム
とガス・プロムの間で生じている燃料バランスに占めるガスの割合の削減という問題は，それほど
深刻なものではない。
表.5 シベリア合同エネルギー・システムの状況（1998年）
『『『『『『ーー』』『』』』』ー』『『『『一、ーーーーー『『『『ー一『』 出力，発電量 （）は%
出力 100万KW 45.4 (100) 
火力発電所 23.1 (50.9) 
水力発電所 22.3 (49.1) 
発電量 kwh 167.7 (100) 
火力発電所 87.2 (52) 
水力発電所 80.5 (48) 
（出所） 3JieKTPU'leCKHe CTa既 J;HH, 1999, No.9, c. 52.作成
表.6シベリアの発電所の燃料構造
＼＼＼ 合計
燃 料 形 態
ガス 重油 石炭 その他
ロ シア 100 56 13 29 2 
西シベリア 100 48 5 46 1 
東シベリア 100 13 4 80 3 
（出所） αコPλH,PsBHTHe 3HepreTH'lecKoro ceKTopa CH6即日， 1997,c. 141. 
シベリア合同エネルギ日・システムに所属するエネルギー・システムの経営状態については，現
状では優良と言える。債権回収率，負債償還率料金回収率収益率，売上（決済）に占める貨幣
の割合，自己資本率，電力料金水準，水力発電所の割合，発電量1kwhあたりの燃費，出力利用度
という10項目にわたってロシアの電力企業（エネルギー・システム）に対する経営分析が行われた
が，シベリア合同エネルギー・システムに所属するエネルギー・システムは上位にランクされてい
る。特に売上（決済）に占める貨幣の割合では，イルクーツク，クラスノヤルスク，クズパスの3
社が上位を占めている。（凶なおここでの総合ランキングは以下のとおりであり，シベリア合同エネ
ルギー・システムに所属するエネルギー・システムが上位を占めている（ロシア全体でエネルギー・
システムは75社）。（同
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総合ランキング（枠囲みがシベリア合同エネルギー・システムに所属するエネルギー・システム）
1位 ｜ノボシビルスク・エネルゴ｜
2位 ｜クラスノヤルスク・エネルゴ｜
3位 ロストフ・エネルゴ
4位 スタブロポリ・エネルゴ
5-7位
8 -IO位
11-12位
モス・エネルゴ，ニジノブ・エネルゴ，コル・エネルゴ
サマラ・エネルゴ，スペルドロフ．エネルゴ，バシュキ・エネルゴ
｜イルクーツク・エネルゴしレン・エネルゴ
13-14位 ｜クズパス・エネルゴi，ペルム・エネルゴ
15位 チュリャブ・エネルゴ
上述のように相対的に良好なシベリアの電力経営であるが，問題がないわけではない。ロシアの
電力経営に共通の老朽化の問題は，ここでも深刻である。シベリア合同エネルギー・システムの有
する全出力のうち，稼働年数が40年をこえるものが0.6%, 30年をこえるものが10.6%, 20年をこえ
るものが48.5%, 10年をこえるものが77.0%という状態であり 投資基金不足から2010年には，全
設備の60～65%が老朽化した状態になると想定されている。 M しかもシベリアの場合，新規建設に
要する費用がロシアの中央部に比べて2～2.5倍高価であることも，老朽化対策（投資基金の確保）
をより一層厳しいものとしている。（同
次にシベリア合同エネルギー・システム独自の課題としては 大出力を生かすため送電容量（高
圧送電線網）の強化があげられる。他の合同エネルギー・システムとの関係では，ウラル合同エネ
ルギー・システムと東部合同エネルギー・システムとの結合（高圧送電線網）の強化であり，地域
内では，オムスクーノボシビルスク，イルクーツクーブリャーチャーチタ聞の送電線網の強化であ
る。（川ロシア領内を通る送電線の建設によるウラル合同エネルギー・システムとの結合の強化によっ
て，ヨーロッパ・ロシア地域の合同エネルギー・システムとシベリア合同エネルギー・システムと
の並行稼働が再開可能となり，これは，ロシアの電力経営の効率化と安定化につながる。また東部
合同エネルギー・システムとの結合により 東部合同エネルギー・システムは孤立的経営から解放
され，ロシアにおいて最も電力供給の不安定な地域である極東には大きなプラスとなる。さらにシ
ベリア合同エネルギー・システム内の送電線網の弱い環を補強することによって，シベリア合同エ
ネルギー・システムのもつ大出力が域内においても十分活用されることになる。
このようにシベリア合同エネルギー・システムの主要課題である送電線網の強化は，シベリアだ
けでなく，全ロシア（ヨーロッパ・ロシア地域及び極東）的な意義をもつものである。だがすでに
述べたように，ロシアの平均に比べて2倍程度高価と言われるシベリアの建設単価とロシアの投資
基金不足を考えると容易に実現できる課題でなない。
4.極東の電力経営の現状
極東地域の電力供給は，アムール・エネルゴ，ダリ・エネルゴ，カムチャッカ・エネルゴ，マガ
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ダン・エネルゴ，サハリン・エネルゴ，ハバロフスク・エネルゴ，ヤクーツク・エネルゴの 7社に
よて行われ，そのうち，アムール・エネルゴ，ダリ・エネルゴ，ハバロフスク・エネルゴ及びヤクー
ツク・エネルゴの4社が東部合同エネルギー・システムを形成している。（18）出力構成は火力と水力
が8: 2である（表.1参照）。燃料は，現地炭（66%），移入炭（16%）及びサハリンのガス・重
油（18%）という構成である。（附したがって 燃料バランスに占めるガスの割合の削減という問題
は，極東においては現時点ではほとんど影響がない。だが，極東地域は燃料供給とともに，電力供
給がロシアにおいて最も不安定な地域の 1つである。その原因は，すでに述べたように，シベリア
合同エネルギー・システムとの結合が弱く，孤立的経営を余儀なくされている点にある。ロシアに
おいて最も出力の小さな合同エネルギー・システムである東部合同エネルギー・システムが，他の
合同エネルギー・システムからの電力融通に頼ることができず，自社の出力だけで極東地域をカバー
しなければならないという厳しい状況におかれている。
個々の電力企業（エネルギー・システム）の経営状態についても，良好とは言えない。先に示し
たロシアの電力企業に対する経営分析によれば 料金回収率が最も低い電力企業がダリ・ヱネルゴ
とハバロフスク・エネルゴ（ともに64%）であった。（20）さらにダリ・エネルゴの場合1997年7月か
ら料金改訂が全く行われておらず，言いかえると電力料金の抑制策が地方政府によって厳格に行わ
れており，これが電力企業の財務状態を一層厳しいものにしている。削また電力料金が最も高い電
力企業がカムチャッカ・エネルゴ (13.9セント/KWH）であり，最も電力料金の安いイルクーツク・
エネルゴ (1セント/KWH）の13倍となっている。凶
ここから明らかなように，極東地方は，電力が最も高価でその供給が不安定な地域と言える。さ
らに市民生活の安定と産業の振興を優先させると，ロシア国内において相対的に高水準となってい
る極東地域の電力料金は抑制せざるをえなくなり，それが上述のように3年も料金改訂が見送られ
るという結果になっている。
財務問題とならんで，極東地域においても老朽化の問題は深刻であり，その対策として新規出力
の導入計画は策定されている（表.7参照）。計画どおりに実行されれば， 2015年までに極東地域の
出力の約半分が更新されることになる。しかしながら投資基金不足のためにロシア全体の更新水準
が100～200万KW／年という状況を考えると，かなり「野心的」な目標と言える。しかもすでに示し
表.7 東部合同エネルギー・システムの新規出力導入計画 100万ワット
1998-2000 2001-2005 2006-2010 2011-2015 
総 言十 480 3519 1686 2892 
水力発電所 185 2584 726 1387 
原子力発電所 1280 
復水型火力発電所
熱併給発電所 295 925 940 225 
風力発電所 10 20 
（出所） 3JieKTPH'leCKlle CTaHU四， 1999,No.9, c. 63. 
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た経営分析によれば，シベリア合同エネルギー・システムと異なり，東部合同エネルギー・システ
ムに所属する電力企業は上位を占めておらず 個別企業の経営努力に期待することも困難である。
送電線網に関しては，高圧送電線（500KV）によるシベリア合同エネルギー・システムと東部合
同エネルギー・システムの結合の強化がロシア全体及びシベリア合同エネルギー・システムの展望
計画のなかでも提示されているが，とれの実現によってより多くのメリット（安価なシベリアの電
力の利用．電力供給の安定化）をえるのは東部合同エネルギー・システムである。したがって東部
合同エネルギー・システムにとっては，自社固有の電源開発・整備にもまして重要なプロジェクト
となる。
極東地域の電力供給の不安定さの主要な原因の 1つとして燃料供給の不安定さがあるが，この解
決策として興味深い試みが行われている。それは，石炭企業と電力企業を合同したエネルギー・石
炭企業の形成である。沿海地方において，沿海国営区発電所（沿海f'P3C）とルチェゴルスキ炭鉱
とを結合した「ルテック（瓜巧'3K）社」が創設され，電力部門への燃料供給安定化と石炭部門の
改善のモデルケースとして評価されている。（目）
5.結び
これまでロシア，シベリア，極東地域の電力経営の状況を検討してきた。そこでの主要な問題は，
需要家による料金未払及び不適切な料金体系による電力企業の財務状況の悪化，設備の老朽化と投
資基金不足による設備更新の不足・遅れであった。またロシアの電力経営全般に関しては，発電所
へのガス供給削減をめぐるガス・プロム社との深刻な対立があった。
これらの問題は個別に存在しているのではなく，一連のつながりをもっている。需要家による料
金未払及び貨幣によらない決済によって，電力企業の財務状況は悪化し流動性が不足する。その結
果，燃料納入企業に対する巨額の未払が生じるとともに設備更新のための財源が不足し老朽化が進
展する。したがってロシアの電力経営を安定化するためには，取引（売買）に際しては貨幣もしく
はそれに準ずる妥当な手段で決済を行うということを着実に実行していくしかない。安定的な電力
供給なしには，現在の産業と市民生活の運営が困難である以上 財務の健全化問題は必ず解決され
ねばならない課題である。
（注）
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( 4 ) TaM 2Ke, c. 6. 
( 5) 1999年には，以下のような攻撃的（arpeCCHBH臼）な販売政策がうちだされている。
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② 電力企業や電力部門に大きな損失をもたらす需要家への長期クレジットの停止
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